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〝ふるさと〟歴史
ビ デ オ
歴 史ロ マ ンを
ご 家庭で――

昔
な
が
ら
の
晒
り
伝
え
や
、
長
い
時
の
流
れ
の
中
で
培
わ
れ
て
き
た
、
郷
土
の
歴
史
。
私

た
ち
の
祖
先
は
ど
の
よ
う
な
生
活
を
送
っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
昔
の
足
立
の
ま

ち
の
様
子
は
・・ヽ
。
区
で
は
、
皆
さ
ん
に
、
気
軽
に
郷
土
の
歴
史
に
触
れ
て
い
た
だ
き
、
ま
ち

づ
く
り
に
役
立
て
て
い
こ
う
と
、
足
立
の
歴
史
を
ビ
デ
オ
に
し
て
賃
し
出
し
て
い
ま
す
。
ア

ニ
メ
や
貴
重
な
実
写
映
像
を
ま
と
め
た
も
の
な
ど
、様
々
な
種
類
を
取
り
そ
ろ
え
て
い
ま
す
。

夏
休
み
の
一
時
に
、
ぜ
ひ
ご
観
賞
く
だ
さ
い
。

歴史フ ァンタジ ーアニメお ー
い

!

ア

ダッチー

「
勉
強
な
ん
て
大
キ
ラ
イ
≒
歴
史
に

な
ん
て
全
く
興
味
が
な
い
」
と
い
う
お

子
さ
ん
に
も
。
人
気
が
あ
る
ア
ニ
メ
、

「
お
～
い
!
ア
ダ
ッ
チ
ー
」
。

区
制
施
行
6
0周
年
を
記
念
し
て
制
作

さ
れ
た
こ
の
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
は
、
ま

だ
足
立
が
海
だ
っ
た
こ
ろ
か
ら
足
立
が

区
と
な
る
昭
和
ま
で
の
話
で
す
。
特
に

荒
川
の
水
害
を
防
ぐ
た
め
昔
の
人
が
ど

う
努
力
し
て
き
た
か
を
中
心
に
、
大
人

か
ら
子
供
ま
で
、
わ
か
り
や
す
く
区
の

歴
史
を
描
い
て
い
ま
す
。

主
人
公
の
ひ
ろ
し
と
ア
ッ
コ
、
特
徴

の
あ
る
黄
色
い
体
と
奇
妙
な
声
の
生
き

物
卜
匚
定
立
の
主
ア
ダ
ッ
チ
ー
や
人
間

嫌
い
の
ア
ダ
爺
(
じ
い
)
た
ち
が
、
世
界

を
滅
ぼ
す
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
災
い

の
種
を
巡
っ
て
く
り
ひ
ろ
げ
る
時
間
を

超
え
た
攻
防
戦
。
は
て
、
そ
の
結
末
は
I
3
0

分
間
の
ビ
デ
オ
を
見
て
の
お
楽

し
み
で
す
。

区民が語 る

足 立の記 憶
● 北 干 住 か い わい
● 千住のお化け煙突

私
た
ち
の
父
や
吸

祖
父
母
た
ち
は
、

ど
ん
な
暮
ら
し
を
し
て
き
た
の
で
し
ょ

う
か
。
ま
た
、
子
供
た
ち
の
思
い
は
ど

ん
な
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

郷
土
博
物
館
で
は
、
地
域
の
方
々
の

記
憶
を
掘
り
起
こ
し
、
ビ
デ
オ
「
足
立

の
記
憶
」
に
ま
と
め
て
い
ま
す
。
千
住

の
旧
道
の
商
家
の
人
々
を
中
心
に
、
当

時
の
ま
ち
の
姿
や
生
活
、
子
供
た
ち
の

心
象
風
最
、
戦
後
の
復
興
な
ど
を
描
く

「
北
千
住
か
い
わ
い
」
。
(
8
0

分
)
　

東
京
の
シ
ン
ボ
ル
と
も
呼
べ
る
存
在

だ
っ
た
お
化
け
煙
突
。
そ
の
真
下
で

暮

ら
し
て
い
た
人
々
の
お
化
け
煙
突
に
ま

つ
わ
る
記
憶
や
心
模
様
を
聞
い
て
ま
と

め
た
「
千
住
の
お
化
け
煙
突
」
。
(
4
0分)
　

い
ず
れ
も
、
区
民
の
方
々
の
語
る
姿

を
と
お
し
て
、
ほ
ん
の
少
し
前
の
足
立

の
人
や
そ
の
暮
ら
し
が
浮
か
7

上
が
っ

て

き
ま
す
。

昭
和
の
歩
み
を
映
像
で
つ
づ
る

ビ
デ
オ「
足
立
の
昭
和
史
」

も
う
過
去
の
時
代
と
な
っ
て
し
ま
っ

た
「
昭
和
」
。
戦
災
、
復
興
、
高
度
成
長
、

オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
な
ど
啻
果
り
越
え
。

日
本
は
、
国
際
的
に
も
疸
要
な
ポ
ス
ト

を
担
う
国
に
成
長
し
ま
し
た
。

昭
和
7

年
に
足
立
区
が
誕
生
し
て
か

ら
の
6
0
年
の
歩
み
を
。
学
童
疎
開
の
様

子
や
;
お
化
け
煙
突
"
な
ど
の
懐
か
し

く
、
郷
愁
を
誘
う
映
像
を
随
所
に
折
り

混
ぜ
な
が
ら
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。
古

き
足
立
の
街
並
み
、
人
々
の
暮
ら
し
ぶ

り
、
区
政
の
動
き
な
ど
、
区
の
変
遷
を

映
像
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

(
V
H
S
3
0
分
)

借り方は本と同じ
手続き簡単!
今回ご紹介したビデオは次

のとこ ろで 貸し 出し て いま

す。このほかにも、いろ んな
分野のビデオを借りることが
でき ます。どうぞ、ご 利用く

ださい。 問先一千住本庁舎
・広報課 酋■ 3882- 1111㈹

貸出場所一覧

ビ デ オ 広 報 も 貸 し 出 し 中
ル
ッ
ク
i
n

あ
だ
ち

N
e
w
s
ス
ケ
ッ
チ
あ
だ
ち

区
政
の
課
題
を
わ
か
り
や
す
く
紹
介
し

て
い
る
「
ル
ッ
ク
ー
n
あ
だ
ち
」。
一
つ
の

テ
ー
マ
を
掘
り
下
げ
て
追
及
し
、
そ
の
問

題
を
共
に
考
え
て
い
く
番
組
で
す
。

「N
e
w
s
ス
ケ
ッ
チ
あ
だ
ち
跂

、
イ

ベ
ン
ト
や
新
し
い
施
設
の
お
知
ら
せ
な

ど
、
区
内
の
出
来
事
を
ま
と
め
て
お
知
ら

せ
し
て
い
ま
す
。
主
役
は
、
イ
ベ
ン
ト
に

参
加
し
た
区
民
の
皆
さ
ん
で
す
。
ぜ
ひ
。

一
度
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
こ
の
中
に

は
全
国
的
に
も
少
な
く
な
っ
た
伝
統
技
能

の
継
承
者
や
、
足
立
に
関
わ
り
の
あ
る
著

名
人
が
登
場
し
李
歹
。
あ
だ
ち
広
報
E
X
P
(
1

日
号
)
の
「
あ
だ
ち
達
人
物
語
」
の

コ
ー
ナ
ー
と
合
わ
せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

内
容
等
=
左
喪
の
と
お
り

「ビ デオ広 報」内容一 覧

◎ 毎 月1 日( EXP) ・5 日 ・15 日 ・25 日 発行
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福

祉

シ
ル
バ
ー
ピ
ア
の

入
居
者
と

生
活
援
助
員
の
募
集

「
シ
ル
バ
ー
ピ
ア
谷
中
」「
シ
ル
バ
ー

ピ
ア
入
谷
」
は
、
区
が
民
間
の
喫
合
住

宅
を
借
り
上
げ
て
、
住
宅
に
困
っ
て
い

る
ひ
と
り
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
に
お
貸

し
す
る
も
の
で
す
。
こ
の
住
宅
は
、
庄

宅
内
の
段
差
を
な
く
し
、
于
す
り
を
取

り
付
け
る
な
ど
安
全
に
配
慮
す
る
と
と

も
に
、
緊
急
時
の
通
報
シ
ス
テ
ム
や
、

安
鳶
‥嗄
認
の
た
め
の
自
動
装
置
を
設
置

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
生
活
援
貽
員
が

相
談
を
受
け
た
り
。
緊
急
時
に
は
対
応

し
ま
す
。
所
在
地
エ

シ
ル
バ
ー
ビ
ア

谷
中
」・
:谷
中
5
1
3
-
2
/
「
シ
ル
バ

ー
ピ
ア
入
谷
」・・入
谷
1
-
1
3
-
1
5

□
入
居
者
の
募
集

対
象
=
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方
・
:

満
6
5
歳
以
上
の
単
身
で
、
区
内
に
引
き

続
き
3
年
以
上
居
住
し
て
い
る
が
/
歩

行
、
笞
詩
え
、
入
浴
、
ト
イ
レ
、
炊
事

等
が
自
分
で
で
き
る
方
/
現
在
、
民
間

の
賃
貸
住
宅
に
庄
ん
で
い
て
、
一
ち
退

き
を
求
め
ら
れ
て
い
る
な
ど
住
宅
に
困

っ
て
い
る
方
/
平
成
4
年
中
の
所
得
金

碩
が
2
3
7
万
6
千
円
以
F
の
方
募
集
戸

数
・
-
片
2
6
戸
※
く
わ
し
く
は
、
「
申
し

込
み
の
し
お
り

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

な
お
、
申
込
用
紙
は
、
募
集
期
間
内
に

各
区
民
事
務
所
、
各
陥
阯
事
務
所
お
よ

び
千
庄
杢
庁
舎
・
高
齢
者
住
宅
係
で
交

付
し
て
い
ま
す

□
生
活
援
助
員
の
募
集

ほ
で
は
、「
シ
ル
バ
ー
ピ
ア
」に
住
み

込
ん
で
、
お
年
寄
り
の
「
良
き
隣
人
」

と
し
て
働
い
て
い
た
だ
け
る
生
活
援
助

貝
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格
=
次

の
す
べ
て
の
条
件
を
満
た
す
方
・
:本
人

ま
た
は
家
族
が
区
内
在
住
で
健
康
な
方

ノ
現
在
住
宅
に
お
困
り
の
方
/
「
シ
ル

バ
ー
ピ
ア
」
に
在
宅
し
、
生
活
援
助
員

と
し
て
活
動
の
で
き
る
方
/
お
お
む
ね
4
5

歳
以
下
の
方

勤
務
内
容
=
入
居
者

の
安
否
の
厦
・認
お
よ
び
緊
急
時
の
対
応
/

入
居
者
の
相
談
・
情
報
提
肚一
/
関
係

機
関
へ
の
連
絡
な
ど

募
集
人
員
丿
各

―
人
(
1
皀
帯
)

住
宅
使
用
料
り
月
額

約
6
万
円
(
予
定
)

謝
礼
=
月
額
7
万
5

千
円

申
込
=
履
歴
癆
1
通
お
よ
び

印
か
ん
を
窓
口
に
持
参

-
い
ず
れ
も
卜卜

入
居
予
定
日
=
H
月
1
日
募
集
期
間

a
8
月
1
0
日
～
2
0
日
申
・
問
先
a
干

庄
木
庁
舎
・
高
齢
者
住
宅
係

児
童
扶
養
手
当
・

特
別
児
童
扶
養
手
当

の
現
況
届
の
提
出

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養
手

当
を
受
給
し
て
い
る
方
は
、8
月
H
日

か
ら
9
月
1
0日
ま
で
に
現
況
届
を
提
出

す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
現
況
届
を
軣
出
し
な
い
と
、
こ
れ

か
ら
の
支
給
が
停
止
さ
れ
ま
す
の
で
、

必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
提
出

關
閧
に
つ
い
て
は
、8
一月
始
め
に
お
送

り
す
る
お
知
ら
せ
で
指
定
し
ま
す
の

で
、
そ
の
期
間
内
に
お
越
し
く
だ
さ
い

問
先
=
千
住
木
庁
舎
・
児
童
助
成
係

事
業
主
の
方
へ

高
齢
者
向
き
の

仕
事
を
募
集

区
の
授
産
場
で
は
、
高
齢
者
に
適
し

た
仕
事
(
箱
折
、
袋
詰
、
紙
折
な
ど
の

㈲
単
な
手
加
工
作
業
)
を
継
続
的
に
発

注
し
て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

問
先
=
千
庄
元
町
授
産
場

き
(
3
8
8
1
)
5
5
4
8

、
青
井
授
産

場

昔
(
3
8
8
9
)
0
6
8
1

戦
没
者
等
の
妻

お
よ
び
父
母
・
祖
父

母
の
方
へ

□
戦
没
者
の
妻

第
十
回
特
別
給
付
金
「
い
号
」を
受

け
ら
れ
た
方
に
、1
8
0万円
(
1
0年
償
還

の
国
市
債
券
)
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

□
戦
没
者
の
父
母
・
祖
父
母

第
十
四
回
特
別
給
付
金
「
い
号
」
を

受
け
ら
れ
た
方
に
。9
0万
円
(
5
年
償

還
の
国
單
債
券
)
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

い
ず
れ
も

平
成
5
年
4
月
1
日
に
お
い
て
、
公

務
扶
助
料
、
遺
族
年
金
等
を
受
け
る
権

利
が
あ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

申
・

問
先
=
千
住
本
庁
舎
・
民
生
係

年

金

今
月
は

老
齢
福
祉
年
金

定
時
届
の
提
出
月
で
す

こ
の
届
け
出
は
、8
月
か
ら
翌
年
の

7
月
ま
で
の
1
年
間
受
給
で
き
る
か
ど

う
か
を
決
め
る
大
切
な
届
け
出
で
す
。8

月
の
年
金
の
支
払
い
を
受
け
た
ら

(
8
月
H
日
よ
り
支
払
い
)
す
ぐ
に
、

国
民
年
金
証
書
(
緑
色
の
手
帳
)
と
定
時

届
を
国
民
年
金
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い

。
な
お
、
本
人
所
得
制
限
額
が
。8

月
か
ら
表
―
の
と
お
り
改
正
さ
れ
ま
し

た
。
配
偶
者
、
扶
養
義
務
者
に
つ
い
て

は
今
ま
で
の
と
お
り
で
す
。

申
・
問

先
=
中
央
本
町
庁
舎
・
給
付
係

a
(
3
8
8
0
)
5
1
6
5

表1 老齢福祉年金
所得制限限度額

6
0歳
説
明
会

日
時
=
8
月
2
4
日
(
火
)
、午
前
1
0
時
と

午
後
2
時
の
2
回
場
所
=
中
央
本
町

庁
舎
3
階
3
0
2
・
3
0
3
会
議
室
対
象
=
昭

和
8
年
9
月
2
日
～
1
0
月
1
日
生
ま
れ

の
方
(
対
象
者
に
は
別
に
通
知
)
内
容

=
年
金
制
度
の
し
く
み
と
受
給
手
研
き

に
つ
い
て
問
先
-
‘
中
央
本
町
庁
舎
・

適
用
係

昔
(
3
8
8
0
)
5
1
5
1

保
険
料
の
免
除
制
度

が
あ
り
ま
す

国
民
年
金
の
保
険
料
を
納
め
な
い
で

そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、
将
来
年
金

を
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

経
済
的
な
事
倩
や
祠
気
な
ど
の
理
由
で

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
方

に
は
、
保
険
料
の
免
除
制
度
が
あ
り
ま

す
。
印
か
ん
と
年
金
手
帳
ま
た
は
納
付

歸
を
持
参
し
、
国
民
年
金
課
ま
た
は
、

お
近
く
の
区
民
事
務
所
で
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。
学
生
の
方
で
免
除
を
希
望
す

る
場
合
は
、
必
要
瘠
類
が
異
な
り
ま
す

の
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問

先
―
中
央
本
町
庁
舎
・
保
険
料
係

昔
(
3
8
8
0
)
5
1
6
1

お

し

ら
せ

舎
人
・
入
谷
地
区
の

一
部
が
住
居
表
示

さ
れ
ま
し
た

8
月
1
日
か
ら
次
の
地
区
が
住
居
表

示
さ
れ
ま
し
た
。
実
施
地
区
の
方
は
、

新
し
い
住
居
番
号
を
お
使
い
く
だ
さ

い

。

実
施
地
区
・・
大

谷

∵

二
丁
目

、

舎
人

了

四
・
五
丁
目

□
住
居
表
示
変
更
証
明
の
発
行

実
施
地
区
で
登
録
・
登
記
や
自
動
車

の
車
検
、
免
許
等
の
住
所
変
更
の
た
め

「
住
居
表
示
変
更
証
明

」
が
必
要
な
方

は

、
中
央
本
町
庁
舎
・
住
居
表
示
担
当

ま
た
は
各
区
民
事
務
所
で
無
料
で
発
行

し
ま
す
。
な
お
登
記
申
請
辨
は

、
住
居

表
示
担
当
ま
た
は
舎
人
区
民
事
務
所

、

法
務
局
城
北
出
張
所
の
各
窓
口
に
あ
り

ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い

。

□
運
転
免
許
証
の
住
所
書
き
換
え
に
つ

い
て西

新
拌
警
察
署
が
出
張
受
け
付
け
を

し
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い

。

日
時
等
=
8
月
8
日
(
日
)
舎
人
セ
ン
タ

ー
、8
月
1
5
日
(
日
)
ま
人
水
川
神
社
社

務
所
、い
ず
れ
も
午
前
9
時
～
午
後
4

時

申
込
=

免
許
藍

住
居
番
号
通
知

書
ま
た
は

、
ご
家
族
の
健
康
保
険
証
を

持
参

□
家
屋
等
を
新
築
さ
れ
る
方
へ

庄
居
表
示
実
施
後
に
家
屋
等
を
新
築

さ
れ
る
方
は

、住
所
を
決
め
る
た
め
「
新

築
(
新
・設
)
届

」
が
必
要
で
す

。
建
築
確

認
書
一
式
と
印
か
ん
を
持
参
の
う
え
中

央
木
町
庁
舎
・
住
居
表
示
担
当
に
届
け

出
を
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
届
け
出
が

な
い
と
転
入
届
の
受
け
付
け
が
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

□
住
居
表
示
案
内
図
等
の
販
売

今
回
実
施
地
区
の
住
居
表
示
案
内
図

お
よ
び
住
居
表
示
(
新
旧
・
旧
新
)
対
照

表
を
有
償
で
販
売
し
ま
す

。

場
所
‥‥

千
庄
本
庁
舎
・
情
報
公
間
課
、
中
央
本

町
庁
舎
・
愽
報
公
開
課
分
室

-

い
ず
れ
も
I

問
先
1
中
央
本
町
庁
舎
・
住
居
表
示
担

当

昔
(
3
8
8
0
)
5
0
3
1

佐
野
い
こ
い
の
森
は

工
事
で
休
園
し
ま
す

佐
野
い
こ
い
の
森
は
、
整
備
£
事
の

た
め
次
の
期
間
休
園
し
ま
す
。
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

期
間
-
9
月
1
日
～
平

成
6
年
3
月
末
日

問
先
り
千
注
本
庁

が
・
緑
化
係

女
性
相
談
室
の

臨
時
休
業

女
性
相
談
室
は
、都
台
に
よ
り
次
の

と
お
り
休
業
し
ま
す
。な
お
、こ
の
期

間
は
相
談
の
予
約
も
休
業
し
ま
す
。

期
聞
T
8
月
9
日
～
1
3
日
問
先
=
女

性
総
合
セ
ン
タ
ー
相
談
室

魯
(
3
8
8
0
)
5
2
2
3

※
休
業
中
は
昔
(
3
8
8
0
)
5
2
2
2

「
生
き
が
い
奨
励
金
」の
支
給

区
で
は
、高
齢
者
の
皆
さ
ん
の
学
習

活
動
や
社
会
参
加
を
お
手
伝
い
す
る
た

め
、
「生
き
が
い
奨
励
金
」を
支
給
し
て

い
ま
す
。こ
の
制
度
は
8
月
1
日
現
在

区
内
に
居
住
す
る
7
0
歳
以
上
の
方
が
対

象
で
す
(
年
齢
は
平
成
6
年
3
月
3
1
日

現
在
)
。支
給
金
額
a
7
0
～
7
4
歳
の
方

…
5
千
円
/
7
5歳
以
上
の
方
…
7
千
円

(た
だ
し
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
)

支
給
予
定
日
=
H
月
1
日

申
込
―
今

年
新
た
に
対
象
と
な
っ
た
方
に
は
、8

月
下
旬
に
支
給
申
し
出
の
用
紙
を
郵

送
し
ま
す

。
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
、
ポ
ス
ト
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。
な

お
、
今
ま
で
に
申
出
畜
を
提
出
さ
れ
た

方
は
、
手
続
き
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん

問
先
=
千
庄
本
庁
舎
・
生
涯
教
育
推
進

課
計
圃
係

ひ
ろ

ば

※
先
着
順
で
、I
団
体

・
-
事
業
、3
ヵ
月
間
再

掲
畝
不
可

。

投
稿
・
問
先
=

広
報
課

=
催
し
物
=

☆
s
金
曜
樊
術
展
(
絵
画
)
8
月
1
8

日
～
2
2
日

、午
前
1
0
時
I

午
後
6

時
(
初

日
の
み
正
午
閧
撈
/

区
民
ギ
ャ
ラ
リ

ー
ノ
無
料
/

江
坂

昔
(
3
8
8
2
)
2
8
1
5

☆
親
子
ク
ッ
キ
ン
グ
8
月
2
1
日

王
)
、午
前
1
0
時
～
午
浚
1
2
時
3
0
分
/

エ
ル
ー
ソ
フ
ィ
ア
/
沺
円
/
'
`
話
/
田

辺

豐
(
3
8
9
7
)
8
7
1
1

☆
夕
涼
み
コ
ン
サ
ー
ト
9
月
4
日

子
)
、午
浚
6
時
I
8
時
3
0
分
/
か
つ

し
か
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ヒ
ル
ズ
/
定
貝
5
0

組
/
往
冴
一
(
ガ
キ
/
〒
1
2
0
西
綾
瀬
4
-

8
1
8

小
泉
9

苗

=
募

集
=

☆
女
性
合
唱
(
コ
ー
ル
い
ず
み
)
毎
月

4
回
金
曜
日
、午
前
1
0
時
～
正
午
/
青

年
セ
ン
タ
ー
ノ
入
会
金
千
円
、
月
額
2

千
円
/
古
田

豐
(
3
6
0
5
)
2
9
3
8

☆
イ
ン
テ
グ
ー
フ
ヨ
ー
ガ
毎
週
金
曜

日
、午
後
1
時
3
0
分
～
3
時
/
う
き
う

き
館
/
月
額
2
千
溺
円
/
萩
亰

昔
(
3
8
8
5
)
5
3
8
6

☆
社
交
ダ
ン
ス
(チ
ェ
リ
ー
)

毎
週
月

曜
日
、
午
後
7
時
3
0分
I
9
時
3
0分
ノ

栗
原
北
庄
区
セ
ン
タ
ー
ノ
初
級
、
中
級
/

男
性
歓
迎
/
入
会
金
千
円
、
月
額
2

千
5
0
0円
/

桜
井

?
3
8
5
9
)
5
7
6
3

☆
A
P
O
(

イ
キ
ン
グ
ク
ーフ
ブ

月
―

回
日
曜
日
/

東
京
周
辺
/
6

ヵ
月
2

千

円
ノ
(

ガ
キ
で

資
料
摶
求
/

〒
1
2
3栗
原
3
-
4
-
1

川
口
哲
夫

昔
(
3
8
8
0
)
8
9
3
0

☆
女
声
コ
ー
ーフ
ス
(

コ
ー
ル

ー
フ
ェ
リ

ー
チ
ェ
)

毎
週
月
曜
日
、
午
前
1
0
時

～
正
午
ノ
伊
興
セ
ン
タ
ー
/
入
会
金
千

円
、
月
額
3

千
円
/

川
名

昔
(
3
8
9
9
)
2
5
5
0

☆
健
康
体
操
(
だ
ん
ら
ん
会
)
月
4
回

金
曜
日
、午
前
1
0
時
～
H
時
3
0
分
/
綾

瀬
プ
ル
ミ
エ
/

入
会
金
3

壬
円

、
月
額
3

千
円

……
桐
谷

昔
(
3
6
0
1
)
9
7
8
6

☆
中
国
梧
サ
ー
ク
ル
(
太
極
拳
)
月
4

回
月
曜
日
、初
心
者
・
:
午
後
6
時
～
7

時
、会
話
・
・
・
午
後
7
時
～
9
時
/
エ
ル

ー
ソ
フ
ィ
ア
ノ
入
会
金
2

千
円

、
月
額
3

千
円
/

大
槻

さ
(
3
8
4
9
)
5
3
5
4

☆
話
し
方
梅
島
サ
ー
ク
ル
月
4
回
火

畷
日
、
午
後
7
時
～
9
時
ノ
エ
ル
ー
ソ

フ
ィ
ア
/

入
会
金
千
円
、
月
額
千
漏
円
/

田
中

さ
1
8
5
9
)
2
4
4
3

☆
書
遭
(
千
寿
会
)

毎
月
第
1
・
3

・
4

木
曜
日

、
午
前
m
一
時
～
午
後
1
2
時
3
0

分
/
中
央
本
町
セ
ン
タ
ー
/
入
会
金
千

円
、
月
額
3
千
円
/
田
所

霓
3
8
8
9

丁
9
8
8

☆
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
東
京
1
6
3
団

鹿
浜
2
1
1
9
-
2
/

小
学
1
年
～
高
校
生
の

女
子
と
成
人
女
性
/
入
会
金
千
揃
円
、

月
額
千
円
/
稲

啻
(
3
8
9
9
)
9
3
2
5

☆
足
立
区
舞
踊
研
究
会
月
1
回
、午

後
1
時
3
0
分
～
4
時
/
青
年
セ
ン
タ
ー

・
千
住
あ
づ
ま
住
区
セ
ン
タ
ー
分
室
/

入
会
金
千
円
、
月
額
千
円
/
西
島

昔
(
3
8
8
2
)
4
1
4
8

☆
∃
j
が
(ミ
ク
ロ
コ
ス
モ
ス
)

ほ
週

金
曜
日
、
午
前
1
0時
3
0分
I
正
午
/
青

年
セ
ン
タ
ー
/
入
会
金
千
円
、
月
額
2

千
錮
円
/
体
験
歓
迎
/
藤
ノ
木

a
(
3
8
4
0
)
4
3
8
6

☆
ヨ
ガ
と
気
功
(
(
ツ
ピ
ー
ヨ
ガ
)
毎

週
火
曜
日
、午
前
1
0
時
～
正
午
/
青
年

セ
ン
タ
ー
ノ
入
会
金
千
円
、
月
額
2
千

沺
円
/
藤
原

昔
(
3
9
1
4
)
3
0
8
1

☆
す
み
れ
体
操
ク
ー
フ
ブ
毎
週
木
理

日
、
午
浚
1
時
3
0
分
～
3
時
/
青
年
セ

ン
タ
ー
/
月
額
千
6
0
0円/
小
野
寺

昔
(
3
8
8
8
)
2
4
2
4

☆
マ
マ
さ
ん
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
(
ビ
イ
ク

ト
リ
ー
ズ
)

毎
週
日
曜
日
、
午
汝
1

時
I
3
時
/
第
十
二
中
学
校
校
庭
/
初

心
者
歓
迎
/
月
額
聊
円
/
竹
内

`
‘
(
3
6
0
6
)
7
9
0
4
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保
健
・
衛
生

「
フ
ァ
ミ
リ
ー
学
級
」

初
め
て
の
赤
ち
ゃ
ん
を
迎
え
る
ご
夫

婦
を
対
象
に
、親
の
役
割
と
育
児
の
悩

み
に
つ
い
て
い
っ
し
ょ
に
考
え
ま
す
。

日
時
=
9
月
1
6
日
(
木
)
、午
後
1
時
3
0

分
～
4
時
費
用
=
無
料
申
込
=
`

話

場
・
申
・
問
先
=
足
立
保
健
所
a
(
3
8
5
5
)
4
1
5
1

「AI

DS
&

Y0
U」

講
演
と
懇
談

WH

AT

I S

AI

DS
?

(
エ
イ
ズ
つ
て
な
に
)
、

LI

VI

NG

W
I
T
H

A
I
D
S

(エ
イ
ズ
と
と

も
に
生
き
る
っ
て
ど
う
い
う
こ
と
9
・
)
。

い
っ
し
ょ
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か

。

日
時
=
8

月
2
4日
(
火
)
、
午
後
2

時
I
4

時

講
師
=
稲
垣
智
一
氏
(

東
京
都

エ
イ
ズ
対
策
室
)

定
員
=
5
0
人
(
先
糖

順
)

費
用
=

無
料

申
込
=

電
話

塲
・
申
・
問
先
り
足
立
保
健
所

き
(
3
8
5
5
)
4
1
5
1

生
活
環
境

都
市
計
画
を

縦
覧
し
ま
す

都
と
区
で
は
、
次
の
都
市
計
画
の
決

定
と
変
更
を
し
ま
す
。

□
東
京
都
市
計
画
地
区
計
画

∵
舎
人
四
丁
目
地
区
地
区
計
画
の
決
定

区
域
=
舎
人
三
、
四
、
五
丁
目
、
舎
人

町
各
地
内

▽
伊
興
町
前
沼
地
区
地
区
計
画
の
決
定

区
域
=
伊
興
町
前
沼
、
伊
興
町
本
町
、

伊
興
町
見
通
、
柬
伊
興
町
各
地
内

争
東
京
都
市
計
画
用
途
地
域
の
変
更
・

柬
京
都
市
計
画
防
火
地
域
及
び
準
防
火

地
域
の
変
更

区
域
=
舎
人
三
、
四
、

五
丁
目
、
舎
人
町
、
伊
興
町
前
沼
、
柬

伊
興
町
各
地
内

一
東
京
都
市
計
画
市
街
化
区
域
及
び
市

街
化
調
整
区
域
の
変
更

区
域
=
区
内

全
域

※
告
示
日
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い

縦
覧
場
所
・
問
先
i
千

住
本
庁
舎
・
乱
市
計
画
係

水

洗

化

が

可
能
に
な
り
ま
し
た

表
2
の
地
域
の
水
洗
化
が
可
能
に
な

り
ま
し
た
。
こ
の
地
域
に
お
住
ま
い
の

方
は
、3
年
以
内
に
水
洗
化
工
事
を
し

て
く
だ
さ
い
。

問
先
=
下
水
道
局
小

菅
分
室

昔
(
5
6
8
0
)
6
3
3
1

※
水
洗
化
工
事
の
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度

が
あ
り
ま
す

問
先
=
中
央
本
町
庁
舎

・
助
成
係

さ
(
3
8
8
0
)
5
2
0
8

表2 水洗化可能地域

みんなの健康
足 立 保 健 所 　3855- 4151
千 住 保 健 所　3888- 4277

江 北 保 健 相 談 所 　3896- 4004
東 和 保 健 相 談 所 　3606- 4171
中 央本 町保健 相談所 　3880- 5351
千 住本庁 舎・保健 予防 係 　3882- 1111 ㈹

8
月は
道
路を守
る月
間です

8
月
は
「
道
路
を
守
る
月
間
」

で
す
。こ
の
運
動
は
、
安
全
で
快

適
な
道
路
環
境
を
つ
く
る
た
め
、

交
通
安
全
施
設
等
の
点
検
や
整

備
、
道
路
の
正
し
い
利
用
方
法
の

指
導
・
啓
発
、
そ
し
て
、
皆
さ
ん

に
道
路
に
つ
い
て
も
っ
と
愛
す
る

心
を
持
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
願

い
行
っ
て
い
ま
す
。
区
で
は
、
安

全
で
快
適
な
道
路
を
つ
く
る
た

め
、
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
が
、

道
路
に
商
品
を
せ
り
だ
し
た
り
、

自
動
販
売
機
の
設
置
、
日
よ
け
・

看
皈
の
突
き
出
し
、
自
転
車
や
バ

イ
ク
の
放
置
、
迷
惑
駐
車
な
ど
。

一
部
の
心
な
い
人
た
ち
の
た
め

に
、
せ
っ
か
く
の
道
路
の
機
能
が

失
わ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
安
全
で

快
適
な
道
路
環
境
を
つ
く
る
た

め
、
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
道
路
を
占

用
す
る
に
は
許
可
が
必
要
で
す
。

道
路
は
皆
さ
ん
が
通
行
す
る
た

め
の
も
の
で
す
が
、
通
行
の
支
障

に
な
ら
ず
、
一
定
の
基
準
に
合
っ

た
も
の
に
限
っ
て
、
区
や
警
察
の

許
可
を
受
け
て
占
用
(
使
用
)
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

日
よ
け
・
看
板
・
建
築
行
為
等

の
と
き
の
足
場
や
、
駐
車
場
な
ど

乗
り
入
れ
る
際
の
道
路
の
切
り
下

げ
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
撤
去
等
を

行
う
と
き
は
、
必
ず
事
前
に
相
談

・
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
先
a
中
央
本
町
庁
舎
・
道
路
管

理
課

き
(
3
8
8
0
)
5
2
3
1

▽
や
庄
警
察
署

昔
(
3
8
7
9
)
0
1
1
0

▽
西
新
井
警
察
署

昔
(
3
8
5
2
)
0
1
1
0

▽
綾
瀬
警
察
署

霓
3
6
2
0
)
0
1
1
0

各
交
通
課

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

差
別
を
な
く
す
運
動
(
1
5
)

裁
判
所
差
別
事
件
に
お
け
る
全
国
水

平
社
は
、
誚
頤
大
行
進
を
行
つ
た
だ
け

で
な
く
、
司
法
大
臣
や
検
事
総
長
に
対

す
る
抗
議
を
展
開
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
青
年
は
仮
釈
放
さ
れ
、

一
方
、
関
係
者
は
退
職
転
任
な
ど
の
処

分
と
な
り
、
や
っ
と
た
た
か
い
に
勝
つ

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

大
正
H
年
3
月
に
創
立
さ
れ
た
こ
の

水
平
扛
の
活
動
は
、
数
々
の
成
果
を
残

し
て
、
昭
和
1
5年
、
第
1
6回
大
会
を
燬

後
と
し
て
終
わ
り
を
告
げ
、
戦
時
中
は

中
断
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
水
平
社
の

伝
統
は
戦
後
の
解
放
運
動
に
受
け
つ
が

れ
て
い
き
ま
す
。

終
戦
の
翌
年
、昭
和
2
1年
H
月
3
日
、

主
権
在
民
、
永
久
平
和
、
基
本
的
人
嶐

尊
重
の
三
本
柱
を
中
心
と
し
た
日
本
国

憲
法
が
公
布
さ
れ
、
翌
年
5
月
3
日
に

施
行
さ
れ
ま
し
た
。

戦
後
の
荒
廃
の
中
で
、
部
落
解
放
運

動
を
再
建
し
よ
う
と
す
る
気
運
が
高
ま

り
、
昭
和
2
1年
2
月
、
京
都
に
お
い
て

部
落
解
放
全
国
委
員
会
が
結
成
さ
れ
ま

し
た
。

戦
後
の
部
落
解
放
運
動
の
再
建
は
、

こ
の
全
国
委
員
会
に
よ
っ
て
始
ま
り
、

そ
の
活
動
は
、
戦
前
の
方
針
を
受
け
つ

い
で
す
す
め
ら
れ
ま
し
た
。

○
同
和
問
題
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

は
、
本
庁
舎
・
同
和
対
策
担
当
へ
。

掲
示
板

□
第
Ⅲ
期
都
民
カ
レ
ッ
ジ
受
講
生
の
募

集
1
0
月
4
日
～
1
2
月
2
6
日
/
都
庁
・

丸
ノ
内
庁
舎
・
都
政
大
学
(
八
王
子
市
)

ほ
か
/

都
内
在
住
・
在
動
者
で
1
8
歳
以

上
/
6

千
6
0
0円
～
1

万
3

千
2
0
0円
(
受

講
科
目
に
よ
り
異
な
る
ン
8

月
2
0
日

か
ら
電
話
申
込
/

先
着
順
/

申
込
り
都

民
カ
レ
ッ
ジ
丸
ノ
内
キ
ャ
ン
パ
ス

霓
3
2
1
5
)
4
3
2
1
/
問
先
u
‘
財

団
法
人
都
民
カ
レ
ッ
ジ

昔
(
0
4
2
6
)
7
7
-
1
2
3
4

□
産
休
・
育
休
補
助
教
員
の
募
集
教

諭
・
:
学
校
教
員
(
非
常
動
講
師
は
除
く
)

と
し
て
1
9
一
ヵ
月
以
上
の
経
験
が
あ
り
、

平
成
6
年
3
月
3
1
囗
現
在
満
6
0
歳
未
満

の
方
/
養
護
教
諭
・
:
養
護
教
諭
諮
通
免

許
取
得
者
で
平
既
6
年
3
月
3
1
日
現
在

満
6
0
歳
未
満
の
方
/
受
付
9
月
1
日
～

3
日
・
6
日
/
都
・
教
育
庁
検
定
課
?

5
3
2
0
)
6
7
8
7

□
少
年
相
談
所
の
開
設
8
月
8
日
ま

で
、午
前
1
0
時
～
午
後
5
時
/
松
坂
屋

上
野
店
本
館
6

階
/
秘
密
厳
守
/

無
料
/

警
視
庁
少
年
相
談
室

a
(
3
5
8
1
)
4
3
2
1

㈹

□
都
税
事
務
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

▽
8

月
は

、
個
人
事
業
税
第
1
斯
の

納
期
で
す

▽
特
別
土
地
保
有
税
(
取
得
分
)
の
申

告
月
で
す
。
平
成
4
年
7
月
1
日
か
ら
5

年
6
月
3
0日
ま
で
に
、
一
定
の
土
地

の
取
得
を
さ
れ
た
方
は
申
告
を
お
忘
れ

な
く▽

友
か
ら
秋
に
か
け
台
風
な
ど
で
被

害
を
受
け
た
と
き
は
、
固
定
資
産
税
・

個
人
事
業
税
等
が
減
免
さ
れ
る
制
度
が

あ
り
ま
す
で
不
幸
に
も
該
当
さ
れ
た
方

は
、
お
早
め
に
都
税
事
務
所
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
/
足
け一
都
税
事
務
所

霓
3
8
8
2
)
2
1
1
1

□
毎
月
勤
労
統
計
調
査
特
別
調
査
に
ご

協
力
を

都
で
は
、
労
働
行
政
の
基
礎

資
料
と
す
る
た
め
小
規
模
事
業
所
で
働

く
方
々
の
給
与
・
労
働
時
間
な
ど
を
調

べ
る
二
毋
月
動
労
統
計
調
査
特
別
調
査
一

を
実
施
し
ま
す
。
内
容
等
は
統
計
資
料

以
外
の
目
的
に
は
使
用
さ
れ
ま
せ
ん
、

調
査
員
が
お
う
か
が
い
し
ま
す
の
で
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
/
都
・
総
務
局

人
口
統
計
課

昔
(
5
3
8
8
)
2
5
3
4

□
東
京
フ
囗
ン
テ
ィ
ア
マ
ス
コ
ッ
ト
キ

ャ
ーフ
ク
タ
ー
の
募
集

東
京
フ
ロ
ン
テ

ィ
ア
(
世
界
都
市
博
覧
会
)
は
都
市
の
未

来
を
と
も
に
考
え
提
案
す
る
国
際
的
な

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
平
成
8
年
に
開
ぽ

し
、
都
民
の
方
々
に
親
し
め
る
マ
ス
コ

ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
デ
ザ
イ
ン
を
募

集
し
ま
す
/
ブ
ロ
ーア
マ
問
わ
ず
ど
な

た
で
も
応
募
で
き
ま
す
/
未
発
表
の
作

品
に
隕
り
ま
す
/
9
月
1
0日
消
印
有
効

/
申
込
h
(
ガ
キ
の
裏
面
に
デ
ザ
イ
ン

ー
点
を
書
き
、
表
面
に
庄
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
を
記
入
/
〒
1
0
7危区

赤
坂
4
-
8
-
1
8
東
京
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

マ
ス
コ
ッ
ト
デ
ザ
イ
ン
募
集
事
務
局

き
ま
0
5
)
5
7
1
6

□
隅
田
川
水
辺
音
楽
祭
9

月
3
日
、

午
後
6
時
3
0分
～
8
時
3
0分
/
荒
川
区

立
あ
ら
か
わ
遊
園
/
ヘ
ア
で
5
0
0机(
抽

選
)
/
申
込
=
往
復
(
ガ
キ
に
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
記
入
/
8

月
1
5日
消
印
有
効
/
〒
1
6
3
'
0
1
都
・
建

設
局
河
川
部
計
画
課
隅
田
川
水
辺
音
楽

祭
事
務
局

豊
(
5
3
2
0
)
5
4
1
3

□
8
月
は
電
気
使
用
安
全
月
間
で
す

区
民
の
方
々
を
対
象
に
、
よ
り
安
全
に

電
気
を
使
っ
て
い
た
だ
く
た
め
竃
気

安
全
講
習
会
」
を
希
望
日
時
、
会
場
で

実
施
し
て
い
ま
す
。
町
内
会
な
ど
の
グ

ル
ー
ブ
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
/
関

臾
電
気
傑
安
協
会
東
京
東
甲
業
本
部

酋
へ
3
8
0
2
)
5
5
1
1

□
「明
日
の
丁
O
K
Y
O
」作
文
コ
ン

ク
ー
ル
ー
東
京
の
国
際
化
と
私
1
胤

内
印
仕
・
配
学
の
中
学
乍
ノ
椢
字
詰
め

原
稿
用
紙
で
千
～
千
6
0
0
字
、未
発
表
の

が
品
に
隕
る
/
1
隍
目
の
欄
外
に
住

所
、氏
名
(
ふ
り
が
を
、性
別
、電
話

番
町
、学
校
名
、学
年
を
記
人
/
9
月

2
0
日
消
印
有
効
∠
I
-
旧
0
9
新
宿
区
西

新
宿
2
-
3
-
I
新
宿
モ
ノ
リ
ス
2
8
刺

東
京
都
福
利
厚
生
事
業
団

容
子
3
8
1
)
9
2
2
5

◎ みんなそろつて防災訓練 ≪東京消防庁≫
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虫
の
声
を
聞
く
会

柳
原
千
草
園
で
ス
ズ
ム
シ
、
ク
ツ
ワ

ム
シ
な
ど
の
虫
の
声
を
聞
き
な
が
ら
、

一
足
早
い
秋
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん

か
。虫
の
展
示
や
虫
の
相
談
コ
ー
ナ
ー
。

ス
ズ
ム
シ
の
頒
布
(
有
料
)
、「
秋
の
七

草
」の
展
示
な
ど
を
行
い
ま
す
。ま
た
、2
1

日
に
は
野
点
(
の
だ
て
)
を
行
い
、

「秋
晴
」
「朝
顔
」
「虫
」を
題
と
す
る

俳
句
の
募
集
も
行
い
ま
す
。日
時
=

8
月
2
0
・
2
1
日
、い
ず
れ
も
午
後
6
時
～

9
時

場
所
=
柳
原
千
草
園

内
容
=

左
表
の
と
お
り

問
先
―
水
と
緑
の

公
社
緑
化
推
進
課

魯
(
3
8
3
8
)
8
1
2
6

「虫の声 を聞< 会」内 容

情 報 コ ー ナ ー
世 帯 と 人 口 〔5 年7 月1 日 現 在 〕
世 帯　258, 169
人 口　645, 724 人

男　　328, 354 人
女　　317, 370 人

楽しみながらゲームを学ぶ 中 級 編

日時等一下表のとおり
対象- 16 歳以上で青少
年育成活動にかかわっ
てい る方 内容- ゲー
ムを中心に楽しくみん
なでレクリエ ーション
を学びながら、ゲーム
指導のポイントについ
て考え ます。初めての

方もどうぞ 費用一無
料 申込一電 話 期限- 9

月3 日 申・問先
一千住本庁舎・少年育
成係U3882 ―1111㈹ まず、自分が楽しむことが大切です

「楽し みながら ゲームを学ぶ 中級 柵 」

※ いずれも火曜日、時間は午後フ時～9時。

第46 回区 民体育大会参加者募集
ソフト ボール大会
日時- 9 月12・19・26日、10月3 日(
雨天順延) 、午前8 時 場所一江
北橋緑地グラウンドAB 面 対象
一区内在住、在勤の18歳以上の方
(学生を除く) 費用- 1 チーム8, 0001

円 申込一電話 期限- 8
月10日 ※ キャプテン会議を9 月5
日( 日) 、午前10時からうきうき

館で行います 申・問先==ソフト
ボール連叨事務局・佐 々木
03897 一〇760

ハゼ釣り 大会
日時- 9 月12日( 日) 、午前6 時北
千住駅前出発 場所一茨城県涸沼
(ひぬま) いこいの村 対象一区
内在住 ・在勤 の方 費用一 大人3, 500

円、子供2, 000 円( バス代
含む) 申 込一体育協会事務局に
あ る申込 用紙に必 要事項を 記入
し、費用を添えて直接窓口へ 期
限- 8 月31日 問先一釣魚連合会
事務局・近藤 魯3888 ―6758

紙すき体験教室
古くから足立では、地すき紙が

地元の産業として行われていまし
た。郷土博物館では。これにちな
んで自分たちの手で紙をすき、八
ガキをつくる教室を鬨きます。あ
なたもお手製のハガキで手紙を出
してみませんか。夏休みの宿題に
も最適です日時- 8月22日
( 日) 、午後2時～4時対象一小
学校3 年以上で区内在住・在勤・

在学の方 定員- 20 人( 抽選)
費用一無料 申込一往復ハガキに
住所、氏 名、年齢 電話番号を明
記( 1 人1 枚) 期限- 8 月12日必
着 場・申・問先一郷土博物館
〒120大谷田5 ―20- 1
113620―9393

足立の土で陶芸教室 焼 き 物の
名 前も

募集し
ます

西部障害 福祉総 合センタ ーで
は。地元の土 「荒木田土」を使っ
て陶芸教室を行います。この土は
昔。脛鳴館の赤レンガにも使われ
たといいます。そんな郷土の土で
自 分の作品を作ってみませんか。
□ 陶芸教室
日時- 8 月24・27・31日、午前10
時 対象一区内在住の方 定員一
各10人( 抽選) 費用一無料 申込

一往厦ハガキに住所、氏名、電話
番号、陶芸教室 「〇 日希望」と明
記 期限- 8 月20日必着
□ 名前募集
この 「荒木田土」を使った陶芸
作品にすてきな名前を付けてくだ
さい。優秀作品には、10月24日の
F第3 回とんがりぼうしカーニバ
ル」で発表し。記念品を贈呈し ま

す。ふるってご応募くださいO
申込- ハガキに住所、氏名、電話
番号、FOO 焼き」などと明記 期
限- 9 月30日

- いず れもー

場・申・問先一西部障害福祉総合
センターB3853 ―0632

こ
の
焼
き
物
に

ス
テ
牛
な
名
前
を

つ
け
て
く
だ
さ
い

ホストファミリー募集
足立区の姉妹都市、西オースト

ラリア州、ヘルモント市の学生使
節団が、10月4日から13日までの
10日間、足立区を訪問します。使
節団は大人3人、男子生徒6人、
女子生徒4人の13人です。そこで、
ホストファミリーボランティアと
して、使節団を受け入れていただ
ける家庭を募集します。期間==
引率者( 大人) ・・・10月5日～11日　
( 7日を除く6泊) 中学生( 13
歳～14歳) … 10月4日～11日( 7日
を除く7 泊) 対象一区内在住の

次の方。学生2 人または引率者1
人のいずれかを世話できる方 使

節団 員の送迎ができる方 使節団
の歓迎会、送別会等に参加でき る
方 申込= 直接窓口または電話
期限- 8 月13日 申・問先一国際
観善協会( 区役所仲町分室内)
B3882 ―6297

あだちブ ラスバンド
フェ ステ ィバル' 93
参加団体( 社会人) 募集

区内で活動している吹奏楽団が
一堂に会し 、日ごろの練習の成果
を発表し ます。ぜひご参加くださ
い。 日時- 11 月21日( 日) 、午前11
時開演( 予定) 場所- スイム
スポーツセンターうきうき館 曲
目一自由 申込一電 話 期限- 8
月31日 申・問先一千住本庁舎・
文化振興係 酋3882- 1111 ㈹

足 立 の
「昔話しを語る」
日時- 8月14日( 二t二) 、午前l ow～
11時( 毎月第2 土曜日の午前中)
対象一小・中学生 内容一区内に
伝わる「民話」をお聞かせし ます。8
月はr 狐( きつね) の話j です

講師一加藤敏夫( 郷土博物館特別
専門員) 費用一大人・・・200円( 入
館料) 、小・中学生… 無料 申込一
当 日直接会場へ 場・申・問先一
郷土博物館I I 3620 ―9393

8 月の安売りデー

E>青果靭… 8 月18 日( 水) 、黄緑の
ノボリのあるお店[ > 魚… 8 月20

日( 金) 、青いノボリのあるお店
主催一東京都青果物商業協同組合
子住・西新井・綾瀬支部、関東水
産物商業協同組合 西新井・千住
支部 後援一足立区

◎「あだち広報」は再生紙を使用しています J Sa240DOT)


